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【三重大学】「東紀州サテライト」を拠点とした教員養成の充実

• 三重県南部の東紀州地域は少子高齢化が進行しており，複式学級が
27％に達する等，学校教育面でも課題が多い。本学の東紀州サテラ
イトでは平成30年度から本学教員の常駐に取り組んだ。そこでは，
地域の教育課題の掘り起こしや小規模校支援として，『小学校英語の
複式学級用年間指導計画案』を作成し，当該地域の複式学級の74％
で利用されている。これらの活動は，学生教育への還元はもとより，
東紀州地域以外の教育委員会から増加する問合せにも対応している状
況である。

• 三重県教育委員会と連携し，平成30年度から南部地域推薦入試を開
始し，南部地域出身者を教員として地元に戻す取組みを始めている。
これに関連し，平成31年度には当該地域の教育・社会状況の把握を
目的に，東紀州サテライトでの授業（２科目）を開講している。また
当該地域での教育実習（10名）を開始し，学生の段階から小規模校
での教育活動を経験させる取り組みを行っている。

サテライト教員による
複式学級での英語教育の様子
（熊野市新鹿小学校）

小学校複式学級割合
（複式学級数/全学級数） 本学作成の『小学校英語の複式学級用

年間指導計画案』が，当該地域の複式
学級の74％で利用されている。
⇒ 他地域教育委員会からの問合せ増加

少子高齢化の進行により，
複式学級割合が県内他地域
と比較し極めて高い。

【奈良教育大学】高校生版教員養成プログラム「奈良県次世代教員養成塾」の策定と実施

• 奈良県の小学校教員を目指す高校生を対象に，未来の奈良県教育を担
う人材を育成することを目的として，高校生版教員養成プログラム
「奈良県次世代教員養成塾」（前期：高校在学時受講，後期：大学在
学時受講）を，本学と奈良県教育委員会との協働で開発した。地域密
接型の教員養成大学として，教育委員会との連携・協働による新たな
取組である。

• 本プログラムは，小学校教員を志す県内の高等学校等に在籍する生徒
を対象にするもので，平成30年10月より，本学の他，県内に法人本部
を置く教職課程をもつ大学（畿央大学，帝塚山大学，奈良学園大学，
奈良女子大学，大和大学）を加え，75名の高校生を集めて実施した。

• プログラム前期の内容は，①「パーソナリティ・資質に関する内容」，
②「学習力・授業力に関する内容」，③「キャリアデザインに関する
内容」による全10回で構成されており，開発に携わった本学教員の研
究知見，実践知見が反映されている。


